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イギリス文学にみられるスポーツについて

C_Doyleと Jk;::..芸高平野 E雷
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The aim of this study is to make c1ear the literary image of Athleticism in relation 

to the socia1 structure fro田 thelate nineteenth century to the early twentieth cent-

ury. For this paper， the works of C.Doyle from 1887's to 1927's is examined here. 

Literary works have been thought to be a useful皿eansof assessing of sports. Litera-

tllre 皿akesit possible to analyse contemporary society皿orerealistically than by 

social science. becallse it tends to show the time and society more vividly by it's 

free imagination. To explain sports tbrough literatllre seems to be most sllitable 

approch. Fro皿 this point of view， the image of Athletici呂田 appeared in English liter-

ature from the late nineteenth century to the early twentieth century discussed in 

this paper. mainly concerning between the British Empir巴 andboxing treated in the 

宙orks of C.Doyle. 

1 _ 1.-まじeSOIrこ

「文学はたしかに一つの社会の表現である。」

とはルイ@カザミアンの指摘である。 1 確か

に文学作品に見られる社会状況や人々のメン

タリティといった時代像は、社会史や民衆文

化の研究にとって笑証的研究にも劣らぬ資料

的価値があるように思われる z そこで本研

究は 19世紀末イギリス社会において新しい文

学傾向となってくる推理・冒険小説を大衆文化

の重要な側面として捉え、そとに見られる舞

台装置としてのアスレティシズムがどのよう

なものとして描かれているのか、具体的には

19世紀末から 20世紀初期にかけて近代スポー

ツとして合理化されたボクシングと 3 帝国主

愛知工業大学 基礎教育系(豊田市)

義的精神との関わりについて、 C.Doyleの諸作

品を拠り所としてテーマへのアプローチを試

みるロ 19世紀半ばのイギリス社会を退化と退

廃と見立てていた C.キングズレーやT.ヒュ

ーズに代表される筋肉的キリスト教徒の思想

的展開はパブリックスクールにアスレティシ

ズムという屈有のモラルとイデオロギーを成

立させる契機をもたらした。 4 しかし、マン

ガンも指摘するように「理想主義や便宜主義ま

でも内包していた」アスレティシズムの性格は

5 特殊イギリス的事情を反映するかたちで形

成されてきた。村岡が指摘するように、 S ア

スレティシズムという教育イデオロギーによ

ってパブリックスクールで養成されてくる騎

士道的ジェントルマン像は、対内的には身分

的弱体化と道徳的低下、さらには文化的身分
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市!の問題、対外的にはクリミア戦争からボー

ア戦i争にかけての帝霞主義的気運のなかにあ

って中産階級を中心とする義勇軍運動という

社会的意識に支えられていた。つまり、ホブ

ソンが指摘するようにアスレティシズムは

f男性的キリスト教から帝国的キリスト教J 7 

にいたる過程で、植民地官僚としての騎士道

的ジェントルマンを支える教育イデオロギー

として発展していったのである。こうして帝

国支配としての礎石となっていくアスレティ

シズムにとって、「政治的機関という大衆的

教育J8 としての性格をもっ文学作品は、そ

れに奉仕するかたちで道徳的武装と帝国主義

を支えるイデオロギーとして設錆されていく

。キプリング、ハガード等の文学活動は帝国

主義的気還と連動するかたちで作品のなかに

騎士道精神やスポーツを格好のテーマとして

とりあげていった。

本研究では工ヒューズの『トム e ブラウンの

学校生活』がパブリックスクーJ[Jという教育

制度のなかを舞台としてアスレティシズムを

若いジェントルマンの行動規範として機能さ

せようとしたのであれば、 19世紀末から 20世

紀初期イギリス社会でアスレティシズムき帝

国主義の思想的支柱として機能させようとし

た C.Doyeの諸作品をとりあげて、特にボクシ

ングに対する C.Doy1eの姿勢と帝国主義との

関わりについて検討していく。

そのために、① C.Doyleのスポーツの知識、

②ボクシングと帝国主義、そしてこれらを統

合するかたちで、ミr) C .Doy1eのスポーツ観を

概観しながら、 C.Doy1eの文学作品にみられる

アスレティシズムの意義を明らかにしたいと

考えている。使用する資料はホームズ物語、

歴史小説 CRodney Stone)と C.Doyleの自伝で

あるが、特に今回は a Rodney Stone • につい

てはボクシングに関する補助的な資料にとど

めた。なお、本研究はイギリス文学作品にみ

られるスポーツ像の問題を設定するための大

雑把な予備的試みでもある α

2 句 C_Doyle をご匡主主主j~ _:Aよオぞ

一一つ/:::t犬主兄

- C.Doyleのスポーツ知識との係りでー

帝国主義的要素を内包するホームズ物語やC.

Doyle が強い愛着をもって奮いたと言われる

歴史小説の内で描かれたスポーツ風俗は、ス

ポーツ史研究にとっても貴重な資料を提供し

ている。 C.Doyle自身「スポーツは私の生涯に

かなり大きな役割を果したし、喜びも与えた

J 1 0 と述べるように、パブリックスクール

(ストニーハースト校)時代からスポーツマン

として活躍し、 40歳代になって、「筋肉づくり

をするために例の強い人ザ、ンドウ氏の指導J

H を受けたり、またザンドウ氏の指導の下で

自らが『お手本を示し、力と筋肉』のコンテ

ストを開催するなど、身体に対する関心も非

常にたかいものであった。またにDoyleとボ

クシングとの関係を如実に示してくれる“Ro-

dney Stone"におけるボクシングについての描

写は、その知識以上に優れた体験者でもあっ

た。このように、 C.Doyleのスポーツ愛好化傾

向はイギリス帝国の存在という社会的、歴史

的状況からみて、アスレティシズムの洗礼を

受けながら時代を生きた証しでもあったと思

われる。 ことでは、 C.Doyleの社会観、スポ

ーツ観とも関連してくると考えられる彼のス

ポーツ知識について考えていく。

「わたしがイギリスで捕虜になっていたとき

、どんなスポーツが一般にゆきわっていたか

どんなに人々の精神と生活にスポーツが浸

みとんでいるか、.....…これをつぶさに知っ

て驚いたものだり走る馬、ケンカする鶏、鼠

を噛み殺す犬、殴る人問、人々はことに挙げ

たものなら、このどれを見るためにも栄光に

に輝く皇帝陛下のもとすら去っていくだろう

J U C.Doyleが歴史小説を考えている間に

気晴らしに書いたと言われるのがこの

ジエラーjレ物語"であった。この作品につい

て C.Doyleは「この本はナポレオン時代の詳

細な調査に満ちており、従って私の軍事的描

写はきわめて正確にできていると思う。 J13 

と述べているが、ナポレオン軍のマルボ将軍

をモデルとして書いたと言われるとの康史小

説はそのまま 18世紀末から 19世紀半ばにかけ

てのイギリス社会の描写でもあったと考えら

れる。「わたしはとのイギリス的スポーツ精神

を彼から学びとったのだ。緒の形になるもの
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なら、わが配下の軽騎兵を彼の手下の竜騎兵

に対して賭けたととだろう。 J14 スポーツ史

上、この時代のイギリス社会において闘鶏、

競馬、闘犬、熊掛け、、プライズ・ファイトな

どの伝統的なブラッディスポーツは19世紀半

ばに『合理的娯楽運動』が展開されてくるま

で、パトロン・スポーツとして盛大に行われて

いた。 15 C.Doyleの歴史小説が史実を基本と

する姿勢で糞かれているととろに資料的価値

を見出すとすれば、 16 との作品におけるス

ポーツ風俗の描写はスポーツ史研究にとって

価値があると考えられる。「私が向い合ってす

わった紳士は体格のがっしりとした、色つや

のいい青年で、率直誠実な顔をし、ちぢれた

黄色いちょぴひげをはやしていた。ひじよう

によく光るシルクハットをかぶり、趣味のい

い渋い黒の服をきた格好は………りゅうと

した若手の実業家で、生粋のロンドンっ子と

呼ばれる階級、つまり精鋭の義勇兵連隊を固

にささげ、多くの競技選手、運動家を生み出

す点はこの国のいかなる集団にもまさるある

階級の出身であるととを表していた。」日

この作品中、事件の依頼主(ホール・バイクロ

フト)が19世紀半ばからイギリス社会のあらゆ

る分野でヘゲモニーを掌握していく中産階級

出身の若手実業家であることは明白であろう

。であればとの若い実業家はパブリックスク

ールの出身であり、そとで充分にアスレティ

シズムの洗礼を受けたスポーツマンでもあっ

た。ましてこの階級が進んで帝国主義精神の

持ち主であったことつを思えば、義勇兵とし

ての軍隊経験も当然であったと考えられる。

C.Doyleはパブリックスクールの実態は勿論、

彼らの進路に対しでも十分な知識を持ってい

たのである。そしてパブリックスクールから

オックス・ブリッジに至る過程でのアスレティ

シズムについての描写も、 C.Doyleのスポーツ

に対する豊かな知識を披露する結果となって

いる。「二階にいるのはギルクリストと申しま

して学科もよくできるスポーツマンですが、

ラグビーとクリケットではこの学校の選手で

、ハードルと幡とびでは大学から対抗試合の

選手に指名されています。頭もよいし、男ら

しい青年です。」目、この作品の舞台は1895

年である。事件の依頼主がホームズに友人(ギ

jレクリスト)を紹介する場面は、 C.Doyleのス

ポーツの知識が十分に生かされたかたちでの

スポーツの描写になっている。事実、クリケ

ットは1827年から、ラグビーは1872年から、

陸上競技は 1864年からオックスフォードとケ

ンブリッジの対抗戦が開始されているのであ

る。 1 9 
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fパンチ誌J1883年 3月 17日より.

また帳とぴに用いる運動用具についての知識

は C.Doyleが当時のスポーツにいかに精通し

ていたかの証明でもあった。 20 さらに《ス

リー・クォターの失綜:>におけるスポーツ

の描写こそは、 C.Doyleが19世紀末のアスレテ

ィシズムの状況について、いかに豊かな知識

の持ち主であったかを明示してくれる。との

作品中、事件の依頼主と失想した(ゴドリー)

はケンブリッジ大学のスポーツマンである。

そして大学におけるラグビーの詳細な描写も

さるととながら、ごの時代のスポーツマンが

いかに英雄像としてのスポーツマンであった

かもこの作品は教示してくれる。「僕のチーム

じゃゴドリーさえスリー・クォターにいてく

れたらあとは二人くらい抜けたって大丈夫だ

とさえ思っているんです。パスでもタックル

でもドリブルでもかなうものはいないし、そ

れに頭がいいからチームをしっかりまとめて

くれるんです。…………そりゃ第一補欠のム

アハウスがいますけど、とれはハーフとして

練習してきたんだしスクラムにくっついて飛

ぴごんでゆくのは得意ですけど、タッチライ

ンに沿ってはなれて動けというのは無理なん

です。それにプレース・キックはあざやかだ

けれども、スプリントがさっぱり利きません

からね。モ一トンだのジョンソンだのオック
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スフォードの駿足にかかったら子供あっかいで

すよ。きっと。スティープンソンなら脚だけは

早いけれど、判断はわるいし、 25ヤード・ライ

ンからドロップキックができないときているん

です。パントなりドロップキックなりのできな

いスリー・クォターなんておよそ意味ないです

よ。 J21ととでのラグビーの技術的な描写は勿

論のこと、それ以上に近代スポーツの資質とし

ての統率方、判断力、役割分担(チーム・ワーク

)は 19世紀末イギリス社会がスポーツに求めた

社会的資質でもあったJおどろきましたね。私

はウエールズとの対抗試合に第一補欠で出たん

ですよ。それにこの一年大学チームの主将もっ

とめてきました。 …一一...ゴドリー・スト

ーントンを知らない人がこの国に一人でもいよ

うとは夢にも思いませんでしたよ。ケンブリッ

ジや国際試合に5回も出た精鋭の名スリー・ク

ォーターなんですからね。おどろいたなあ、ホ

ームズさんこれまでどとに住んでいらしたので

すか。 J 22 C.Doyleがホームズ物語を書き出し

たのが1886年であった。イギリスでラグビーが

近代スポーツとして最初の国際試合を行ったの

が1870年にイングランド対スコットランドであ

った。 C.Doyleのこの作品が発表される以前の

国際試合を体験した(ゴドリ- .ストーントン

)であれば、まさにそれは時代の英雄像として

写ったのである。この英雄像としてのスポーツ

マンの在在すら知らなかったホームズは事件の

依頼主にイギリス人として当然の知識すら持ち

合わせていないことを批判されるが、こうした

C.Doyleの描写の背景には C.Doyleこそスポー

ツマンを時代的英雄像として描きたかった意図

がとめられていたと考えられる。との場面は19

世紀末のイギリス社会の求めているものがカー

ライル的英雄像からスポーツマンとしての英雄

像への転換期であったととを教示してくれる 3

23 との《スリー・クォーーの失綜》こそは C.

Doy1eが近代スポーツとしてのラグビーの知識

を示してくれた作品であり、スポーツ史的にも

価値のある作品の一つであると考えられる。さ

て、 C.Doyleの作品にみられるラグビーに関す

る描写は、アスレティシズムと階級との結びつ

きをも明示してくれる。「有名な運動家の家柄

でもあり、自身ラグビーの名フォワードだった

が、とにかくプレーが狂暴になる癖があるので

敬遠されがちだったロ技は国際級だった。弟も

ジャッジによってバラの刺しゅうの英国ジャー

ジをつける資格ある名フォワードと見なされて

いた。 J 24 、「記事の終わりにこうある。

『ライトブルーの敗北は国際級の名手ゴドリ-

aストーントンの欠場が主因で、試合の進行中

もしばしば痛感された。スリー・クォーター

ラインに団結は欠けているし、攻防とも弱体で

ためにチーム全体の懸命な努力も及ばなかっ

た。 J 25 0 ラグビ一選手のジャージーは元来

が騎士道的起源をもっと言われているが、スポ

ーツにジャージーが採用されるようになるのは

19世紀半ば頃からであり、 『トム・ブラウン

の学校生活』におけるラグビ一試合ではまだ採

用されていなかった。 26 アスレティシズムに

みられるカラーのシステムに象徴されるスポー

ツの世界の階級性は、そのまま社会の階級構造

でもあった。 27 このように CDoy1eがスポー

ツマンにとってジャージーのもつ意味にまで言

及したととは、彼のスポーツ知識が単に技術だ

けにとどまるものでなかった、ということを明

示してくれる。 さて、 C.日oyleのスポーツに対

する知識で特筆されるべきはボクシングについ

てである o r健康をもとめてここ数年間の私は

文学的著作に関してはほとんど語らないできた

が、この時期の主な作品である『亡命者』は、

長政時代の研究に伊達男と懸賞拳関士を配して

書いたものである。私は元来古い懸賞拳闘土の

ことはあまり知らないし、懸賞拳髄リングの知

識もあまりない。 J28 ごのように述べる C.D~

oyleであるが、彼の作品中、舞台を摂政時代に

とった歴史小説でボクシング小説と言われる

“Rodney Stone "がある。この作品でC.Doyl巴

は摂政時代のシンボルとしてのダンディ像を超

えて英雄像に係るボクシング論を展開していく

のである。

He was a type and leader of a strange 

breed of men which has vanished away 

fro田 England - the full - blooded， 

virile buck， exquisite in his dress， 

narrow in his thoUghts， coarse in his 

amuse匝ents，and eccentric in his habit 
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They walk across the bright stage of 

England history with their finic註y

step， their preposterous cravats， the司

ir high callars， their dangling seals， 

and they vanish into those dark wings 

which there is no return. The world 

has outgrown them， and there is no pl-

ace now ~or their strange fashions， 

their practical jokes， and carefully 

cultivated eccentricities.且ndyet be-

hind this outer veiling of folly， with 

which they so carefully draped the皿se-

lves， they were often men of strong 

character and robust personality. Z9 

との“ RodneyStone "で採用されていくのが

、1814年のけんとうクラブのルールである。摂

政時代はボクシングの黄金時代でもあった。

「まあ危険な男という評判ではあるね。騎手と

してはイングランドきつての命知らずだろう。

2，3年前グランド・ナショナルで2着にはいった

はずだ。いってみれば遅〈生まれすぎた男なん

だな。摂政時代にでも生まれていれば一代の伊

達男で通っただろう。ボクサーであり、運動家

であり、競馬では向とう知らずの賭博蹄……

j 3D 摂政時代のジェントルマンといえば狩猟

家として、競馬馬の馬主として、アマチュアの

ボクサーとして、さらには血気さかんな伊達男

という資質が条件であった包 31 このように19

世紀初期のジェントルマン像にはダンディな側

面があったが、しかし、強い性格としてのジェ

ントルマン像もあった。 3Z C.Doyleはこうした

ジェントルマンの性格を見事に描写している.

「ラフトン公の邸宅には夕方になるとスポーツ

の愛好者がたくさん集まったものだ。ここでは

ブドウ漕を大いに飲み、賭に熱中し、狩馬や狐

のことなどが話題になった。とういう風変りな

連中を今でも何とよく忘れずに覚えているとと

か、………との連中は同じ穴のムジナであっ

て、酒飲みで、無鉄砲で、カンカ早〈、賭博師

で、 ………とてつもないむら気の持ち主であ

った。」口とうした場面、つまりジエラール

将軍がみた光景こそ19世紀初期ジェントルマン

の生活習慣でもあったと考えられる。

さて、 C.Doyleのスポーツに対する知識の概観

を試みた。それは19世紀初期から 20世紀初期に

かけての下層階級から上流階級までのスポーツ

の状況であった。このことは、 C.Doyleのスポ

ーツに対する知識が階級に偏しない幅広い豊富

なものであったことを物語るものであった。特

に歴史小説との係りでボクシングに対する知識

はC.Doyleの社会観、スポーツ観を確立してい

くための重要な要素になっていく。

AτHLETIC9. 
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「パンチ誌j 1869年 9月 4日 より.

3 . C . D o y l eと平野巨ヨ三主連重量

一退化と退廃との係りでー

C. Doyleが公人としてポーア戦争に出かけたり

あるいは文学作家として、また歴史小説家とし

て活躍した時代は、アスレティシズムがゲーム

崇拝にむかつて帝国主義的精神を支えるイデオ

ギーの一部になり、イギリス社会により明確な

目的志向性を与える役割を与えられた時期でも

あった。 34 とうした社会的状況を背負って C.

Doyleは、スポーツ(特にボクシングJを国防と

の係りで捉えていく。そして、「スポーツは人

間のするものであって、馬のするものではない

。j35 と述べるように、 C.Doyleにとってスポ

ーツとはするスポーツであって、観るスポーツ

ではなかった。こうした C.Doyleのスポーツに

対する姿勢から「私は一つのものに専心しなか

ったから何にでも二流どとろにすぎない。万能

選手をもって任じていたし、それによってとそ

スポーツの楽しみを何人にも劣らず味わってき

たと，思っている。 j3. こう述べるC.Doyleのが

体験したスポーツといえば、ラグビ一、ゴルフ
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クリケット、ボクシング、サッカ一、フェン

シング、ビリヤード、狩猟、自転車、乗馬と多

種多様であった。 さて、 19世紀末のミュージ

ック・ホールが大英帝国を支えるジンゴイズム

のメディアとしての側面をもっとすれば、サパ

タリアン・ムープメントの俗化は大衆スポーツ

への道を切り開いていく契機になった。 37 と

うして大衆文化としてのミュージック・ホール

、大衆スポーツ、そしてパブリックスクールに

おけるアスレティシズムは1897年のダイヤモン

ド・ジュビリーにおいて大英帝国の一体性を鼓

舞するものとして機能していった。 C.Doyle自

身も「あのごろでも国民の思想はきわめて軍事

的であった。 J 37 と述べているように、ミュ

ージック・ホールでのジンゴ・ソングやパンチ誌

等によって帝国主義敵社会を熟知していたと考

えられる。そしてC.Doyleはこうした社会状況

のなかから歴史小説、冒険・推理小説を遜して

時代精神を擁護していくのである。しかも C.

Doyleが「私たちは愛国的群衆であり、小さな体

には愛国的精神の血潮が流れていた. J 39 と

述べているように、パブリックスクール時代か

ら感覚的にも愛国的精神がアスレティシズムを

通して形成されたと考えられる。とこではC.D-

oyleが体験したポーア戦争から第一次世界大戦

にかけてのイギリス社会と、 C.Doyleにとって

との両戦争がどんな意味をもっていたかを考え

てみる。 さて、「イギリス帝国の健康を保持し

たいと思ったらまず手にしなければならないの

は、ワイングラスではなくて小銃なのである。

」叫と述べるC.Doyleは自らボーア戦争への志

願兵として、 40歳という年齢で応募したがすぐ

には採用されず、結果的には友人、ジョン・ラ

ングマンが計画した野戦病院の補助的医員兼総

監督という立場で南アフリカヘ渡るごとになる

このボーア戦争における思考・行動がC.Doyle

の戦争に対する姿勢であったと言われる。この

ボーア戦争の起とりは、イギリスの植民地帝国

主義的動機によるものであったが戦争もスポー

ツ感覚で捉えた C.Doyleの行動原理は、ジンゴ

イジムの風潮に同調するかたちで帝国主義を支

えたのである。しかし、ボーア戦争はイギリス

の国際的孤立化を招くと凋時に、国内的には新

たな社会問題、つまり階級的矛盾をさらけ出す

ことになっていった。それは労働者階級の子弟

の道徳的退廃から生じた身体の弱体化という問

題であった。「ポーア戦争時は、それまでしば

しば社会主義者たちが強調してきた人民大衆の

身体の健康状態の悪さが、一般の認めるところ

となってきた。 1893年から 1910年の聞の医学的

検査を受けた70万人の新兵の3分の1以上が軍務

に服するのに適しないと判断されたが、徴兵検

査官は、もっと多くの若者が検査そのものさえ

受ける身体的条件を具えていないとして、兵役

から除外する者の割合を60%という高さにしたJ

U こうした認識はイギリスの学校教育に大き

な影響を与えていった。伝統的にイギリスは志

願兵、義勇軍備j度によって国防が支えられてい

たが、マンチェスターをはじめ工業地域での大

量の徴兵不合格者が公表されると、貧困と保健

状態の悪化の問題はイギリス国民の身体的退化

現象に注意を向けさせるようになった。 42 ま

た、関民の身体的退化を道徳的退廃と結びつけ

る傾向にあって r11'男らしいクリスチャン』と

いう理想や、人格の形成のためのスポーツとい

う観念がパブリックスクールから公立学校に移

植され、規律や勇気や忠誠心などといった徳自

の育成を目指して、勝ち負けを重視する集団競

技が急速に普及しはじめた。帝国主義の浸透は

、ときとしてあからさまに軍事的な形態をとる

。高学児童を対象とするライフル射撃クラブや

学生軍事教練団などの設置が、その一例である

。」日とうしてイギリスにおける学校教育は

身体的向上という側面を強調しながら、ホプソ

ンが指摘するように『愛国心を装う帝国主義の

ための学校制度」日が展開されていく。

C.Doyleの作品には直接帝国主義と教育につい

ての言及しているととろはない。しかし、彼の

自伝で国会議員に立候補した理由をボクシング

の用語を駆使しながら、またマージナルなスポ

ーツに参加しながら、「とのポーア戦争に負け

たら国家的恥辱であるばかりか、帝国の存亡に

も関することになりかねない。」日という C.

Doyleの訴え、特に国家防衛、帝国存続の強調

は彼の社会観であった a まさにC.Doyleの社会

観は帝国主義的社会を支える精神であったと考

えられる。こうしてC.Doyleはボーア戦争後も

彼狐自の国防改革論を展開していくのである。
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「最善をつくそうとする時のイギリス士宮はす

ばらしい。みな公立学校出なのだ。」刊、「そ

れまでは私はわが軍の兵士たちの生命が、ひい

てはイギリスそのものが陸軍の保守主義のため

に危険にさらされる実相をみてきたし、新しい

軍事的見解が生まれぬ限り将来も同じ危険が起

るものと閤く{言じていた。 J 47 

「悲しいことにイギリスの官僚気質はひどく堅

い図結力をもち、彼らを攻撃しなければならな

い時、相手から正義や公平は期待できない。む

しろそれは互いの不利を暴露せぬよう誓いあい

国民の利益よりも誤った忠誠観を大切にする

強固な組合なのだ。」日 C.Doyleのこうした批

判は、階級社会の構造をそのまま反映している

軍事的聞こうに対する批判であったロ大英帝国

の存在を肯定する C.Doyleは近代戦争における

兵器の改良とともに、国民の総力戦としての可

能性をも示唆した提案をしていくのである。日

このように、 C.Doyleはホブソンが指摘するよ

うな帝国の存在を侵略行為とみるよりも大英帝

国を背定する社会観を打ち立てていく。ホブソ

ンが r19世紀を通じてイギリスの秩序と発展を

確保したものは、普通の市民的並に産業的な認

の観養及び実践であり、それを天然資源並に歴

史的偶然性の利点が助けたのである。我々はこ

れの代わりに窒滋の道徳俸を置き替えようとす

るのだろうか。それとも、一つは良き市民の

発遣を促進した他は良き兵士の発遣を促進する

というこつの相容れない主義の絶えざる衝突に

よって、国民の精神に行動を迷わそうとするの

だろうかロ J5" と述ベる前に、繁栄と栄光と

いう「イギリス帝国というものが春続するかぎ

り、私の生活に事欠くことはない。 J51 と述

べる C.Doyleにとって、「わが国のりっぱなボー

イ・スカウト運動や、予備軍を形成している退

役兵たちの運動のことをはなした。老いも若き

もが新しく、犠牲的な愛国心に富む運動を行え

る国ごそ生きたる国です。 J5ZC.Doyleにとっ

て帝国主義的精神の支えはスポーツであったロ

4@C窃 Doyl eQ)_::;;;l:..オぞー-'V義克

ーボクシングと帝国主義的精神との係りでー

「シャーロック。ホームズは、運動のための

運動はあまりしない男だった。彼ほど筋肉運動

のできる人は少なかったし、ある重量の級では

、私の見たこともないすぐれた拳闘家の一人で

あることは疑いもなかった。ところが目的のな

い肉体運動は精力の浪費だとして何か職業上の

目的でもないかぎりは、からだを動かすことは

あまりしなかった。 J53、C.Doyleの白伝によ

fれば、「元来がものごとに熱中する性質だから

面白いものであれば、何でものがさなかったし

，享楽については人後におちなかった。

ゲームごともできることは何でもやった。 J5< 

というように、 C.Doyleは若い時からあらゆる

スポーツを体験したスポーツマンであった。こ

うした彼がボクシングにこだわるのはどんな理

由があったか、之こではC.Doyleのボクシング

に対する知識、体験それに歴史認識を通して彼

のスポーツ観について考えてみる。

「私はボクシングというイギリス古来のすぐれ

たスポーツにはずっと輿味をもちつづけ、自分

ではどのクラスに属するとはいわぬが、フォー

ムの点ではアマチュアとしてかなりのものだと

いってよいと思う。教えるより習うごとをもっ

てしていたら、私はかなり強くなっていたと思

うが、初めの練習期間のほかは私にはプロ選手

に教わる機会がないままになった。 J 5 5 と述

べる C.Doyleのボクシンクに対する知識、体験

は特筆されるものである。それに C.Doyleのボ

クシングに対する姿勢はイデオロギーとしての

ボクシングであったと考えられる。 C.Doyleの

ボクシンダについての知識は、“RodneyStone" 

を書くにあたって怒賞ボクシングに関する知識

をピアス・イーガンの『ボクシアーナ』や、ヘ

ンリ-.ダウンズ・マイルズの『ピュージリステ

イカ』から求めていた、と言われている。 56

C.Doyleはボクシング小説を書く時、ボクシン

グの性格な歴史を把握してから臨んだのである

57 そしてボクシング小説、“Rod口eyStone'" 

におけるボクシングに対する C.Doyleの姿勢、

それこそ彼のスポーツ観であった。この“Rod

ney Stone"では摂政時代が設定されている。こ

の時代の特徴は、モラルの低下、華美志向、ダ

ンディの時代と言われ、摂政時代のジェントル

マン像といえば、「ボクサ一、スポーツマン、
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賭けの花形Jとしてのダンディ像であった。し

かし、 C.Doy1eは時代の負性としてのダンディ

像をボクシングを通して英雄像へと転化させて

いく。その過程でボクシングは C.Doy1eにとっ

てイデオロギーとなっていく。では C.Doy1eは

なぜ摂政時代のボクシングを強調していくのか

。19世紀初期はボクシングにとって黄金時代で

あったと言われる。ジェイムズ・フッグによ

る拳鹿術、剣術、棒術を教える学校の設立は、

やがてピュージリストと称される職業拳闘家を

生み出すようになり、やがてはパトリン・スポ

ーツとして発展していった、と言われている。

日そして、 C.Doy1eにとっても「旧式の懸賞ボ

クシングが国民的見地からみてりっぱなもので

あったという私の意見は隠しもせぬが、それは

グロープを使用する新しいボクシングが現代に

おいてそうであるのとまったく同じである。」

59 と述べるように、 C.Doy1eがボクシングにつ

いて語るとき、それは懸賞ボクシングであった

。しかし、スポーツ史研究が教示してくれるよ

うに懸賞ボクシングは b100dsportとして批判

されてきたものであるが、しかしパトロン・ス

ポーツには家父長主義的社会を支える社会的装

置としての側面もあった。 60 ごうしたパトロ

ン・スポーツのもつ性格が1814年にはロンドン

に ThePug1istic C1ubが結成されるなどして

、懸賞ボクシングは盛況をきわめたのである。

確かに、ジャック・プロートンによる《プロー

トンズ・コード〉と呼ばれるルールが設けられ

たとは言え、懸賞ボクシングには賭博性が非常

に強かった e そのために不正、入百長試合が仕

組まれるとともあった.C.Doy1eはボクシング

の知識として 19世紀初期の社会状況も十分把握

していたと考えられる。“ジュラ-]レ物"とい

われる彼の作品にもとうした状況を描写してい

るところが散在するのである。「何をかくそう

、このわたしはブリッスルのパスラ一、ライト

級の拳闘選手。之の下に見える所はわたしの練

習場J61.このパスラーの相手になるのがジエ

ラール准将で、之のフランス人にとってバスラ

ーが、片腕を突き出し、もう一つの腕を胸に当

てながらとる姿勢は、あまり見かけないもので

あった。話しをもどすと、パスラーはジュラ-

jレ准将から膝にキズを負わされるが、との時バ

スラーのトレナーが、「との膝が今度の水曜日

までによくなっていねえと、あんたはλ百長を

やったってことに受けとられ、今後賭け主を探

すのは、なかなか面倒な仕事になるぜ。 J 6Z、

r19勝を今までにあげているが、誰からも入百

長のヤの字も耳にはいったことはないね

J • a rラフト公だけでも 54ポンドあんたにかけ

るととを知らないのかね。水曜日の試合にでれ

ば、 5万人分の銭をひっさげてリングにあがる

ことになるんだぜ。 J日、「拳闘の競技規定、

厳格に懸賞拳闘試合の規則に従って奴は戦うと

思ってたんだ。 J 65 C.Doy1eのボクシングに対

する知識は正確に19世紀初期のボクシング史を

準っているのである。さて、パトロン・スポー

ツとしての懸賞ボクシングは伊達男のジェント

ルマンによって支えられていたが、とれは元来

流血を覚悟で素手で闘う荒々しいスポーツであ

った。 C.Doyleは「古い時代の荒っぽい様栢を活

写するものとしてJ6.、スポーツとしてのボ

クシングを賞賛するが、その目的は何であった

か。それは bloodsportがもっ、もうひとつの

側面、つまりボクシングを「男らしさ、勇気、

忍耐Jといった伝統的価値を支えるイギリス的

スポーツと見ていたからである。 .7 rわが国の

スポーツは優柔になるキケンをさげるために、

常にやや荒っぽいもののほうがよい. J 6.と

述べるように、 C.Doyleはボクシングとそイギ

リスの伝統的価値を支える道具とみていた。彼

のボクシング小説、“ RodneyStone "もとうし

た観点からの指摘であったと考えられる。

for good or evil， the love of the rinng 

was confined to no class， but was a na-

tional peculiarity deeply seated in the 

English nature， and a common heritage 

of the young aristocrat in his drag and 

of therough costers sitting six deep in 

their pony cart. •• 

The ale-drinking， the rude good-fellow-

ship， th巴 heartiness，the laughter at 

discomforts， the craving to see the 

fight - all these may be set down as 

vulgar and trivial by those to whom 
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they are distasteful ; but to田e，liste

ning to the far-off and uncertain echo-

es of distant past， they seem to have 

been the very bones upon which much 

that is most solid and virile in this 

ancient race was moulded. 70  

さて、 C.Doyleのボクシング八の傾注は時代的

条件とも関係していたと考えられる。「第一次

世界大戦後に世人は、ボクシングの復こうに努

力した私たちの成果がどんなものであるかを、

はっきり見てとったに違いない e ……・・・なぜ

かというとこの危機において…一一歴史の将

来を決定する時にあたって ..……ボクシング

大きな役割を果したからである。 J 71 、と述

べる C.Doyleのボクシングへの賛美は帝国主義

的精神と結びついていく。「ボクシングは兵士

たちに敢闘精神と積極的な行動力を与えJ 72 

るものであった。イギリス社会がボーア戦争か

ら第一次世界大戦へと、その帝国主義的気運を

高めていく過程で、 C.Doyleはまさしく時代擁

護者としての立場を貫ぬいていく。ホブソンが

指摘するように「一般大衆のためには、英雄崇

拝と人目をそばたてるような栄誉、冒険と競技

精神に対するヨリ粗野な訴え、即ち闘争本能を

直接的に刺戟するために粗野なけばけばしい色

彩で変造された現代史がある。 J73 と。それ

とは反対に愛国的精神を支えるアスレティシズ

ムとしてのボクシングは男性的キリスト教徒を

帝国的キリスト教徒へと橋渡ししていく奉仕と

しての設備であった。ボクシングが近代スポー

ツとして合理化されてくる過程でスパーリング

は、アスレティシズムとしてのボクシングを形

成していくようになる。

Modern boxing， or more properly speaki-

ng sparring， which means only the use 

of the gloves，has been saved from fall-

ing into the same disrepute as partly 

pulgilism， by the innate love of the -

h巴althy-mindBritisher for it and part-

ly by the efforts of a fe暫 amateurclub 

7 4 

さて、「一フランス人がそのクラスで最高のボ

クサーになったととは、国民全体の肉体的自信

を高めた。それが一人ー人に染みわたった。」

、C.Doyleにとって、ボクシングによって養

成される果敢な精神、フェアなプレーごそは帝

国主義を支える精神的条件であった。ホブソン

が攻撃的な帝国主義の原動力とみなしていた闘

争と支配という原始的欲望l土、大衆向けには英

雄崇拝、それを支えるスポーツ精神によって支

持されてくる。 C.Doyleはまさしくボクシング

と愛国精神を結びつけたのである。

1'11お1:11，tlll 'rlm J.ONIION CIIAIII¥'/IIU. IJ・H・健・ ~J. 1U.1肌
!ι 、“れ l 司、

PIIYlJICAL EDUCAτ10" 

「パンチ誌J 1858年 1月23日 より。

ま玄才コりるこ

イギリス・スポーツ史が教示してくれるととろ

によれば、ピュージリスティカとしての性格を

もっボクシングが大きく改革されてくるのが摂

政時代と言われる 19世紀初期であった。イング

ランドにおける懸賞拳闘試合の初代チャンピオ

ンのフィグは、ボクシングを“高貴なものの紡

衛術"として伊達男達の若いジヱントルマンの

師範となってボクシングを形式化し、また、

フィグの弟子ブロートンは1743年にボクシング

史上ではじめてlレールの明文化をはかると同時

に、 1747年、(マフラーズ〉と称するグロープを

導入した。とれらの主たる目的は、上流階級の

子弟の白己防衛の技芸としてであった、と言わ

れる 76 とうしたボクシングの社会的状況を

ジャクソンによって手ほどきを受けたバイロン

は次のように言Eしている。
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Thursday， 17 f1arch 1814 

1 have been sparring .ith Jackson for 

exercise this morning ; and mean to co~ 

ntinue and renew my acqualntance with 

the muffles. My Chest， and arms， and 

wind are in very good plight， and 1 am 

not in flesh. 1 used to be a hard hitt-

er， and皿yar血sare very 10ng for盟y

heigh(5 feat 8-inches). At any rate 

己主erciseis good， and this the severest 

of a11 ; fencing and the broad】 sword

never fatigued me ha1f so much." 

このように摂政時代はパトロン・スポーツとして

のボクシングが盛んになってくるが、 C守口oy1eに

してもこの時代のボクシングに関する描写は得

意である。「ねえ、フラトン公《拳〉をはめたら

怪我はしないですむよ。‘・・…回一 《拳〉とはどん

なものか、わたしはわからなかった。ところが

まもなく大きな皮のかたまり .• •••. フェンシ

ング用のグロープに似てないでもないが、それ

より一回りほどの大きなものを4個持ち出してき

た。 J 7 8 、C.Doy1eは摂政時代のスパーリング

を正確に準っているのである。そして、“ Rod-

ney Stone "もこうした世界を活写したボクシン

グ小説であった。さて、 C.Doyleは歴史小説、ホ

ームズ物語を通してボクシングを擁護してきた

。富山によれば、 C.Doyleにとってボクシングは

自己の境遇から脱却するための身振りであった

と指摘しているが、けさらには世紀末文学とし

ての大衆文学にはスポーツに期待されるものを

社会的要求とみなして、スポーツ風俗をとり入

れ、時代的精神を代弁した傾向がみられる。で

あれば、 C.Doyleもその代表者に加わる資格を十

分持っていた、とも考えられる。
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